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P2−472　塩酸ラ ロ キ シ フ ェ ン と リセ ドロ ネイトの 骨密度 （BMD ）に 及ぼ す影響や 副 作用 の 相違 に関す る 研究
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【目的】塩酸 raioxifene （RLX ）や bisphosphonate（BP ）は，強力な骨吸収抑制 に よ りBMD 増加と骨折予防に 効果を発揮す
る，しか し 1 両 薬剤 の 効果や 副作用 を直接比 較 し た 報告 は少 な い ．そ こ で 次 の よ うな 検討 を行 っ た．【方法】過去 1 年問に 当科
を受診 し橈骨 BMD が 減少 して い た 55例を対象 と した．　 BMD が 正常 で あ っ た 19例を対照 （平均年齢 579歳）と した．　 BMI ）

減少例 は，RLX 〔60mg／日）を投 与 した RLX 　＃　27 例 （55．1 歳 ）と リ セ ドロ ネ ー ト （2．5mg、ttt日）を投与 し た BS 群 28 例 （59．9
歳）の 2群 に分け た．BMD は DTX2000 で 測定 した、両群 で，1）治療前，治療 6 ヵ 月，1年後 の BMD の 変化率，2）脱落状
況 と副作凧 を比較 した、【成績】1）6 ヵ 月後 の BMD 変化 率 は，＋ 0、51 ％ （RLX 群），＋ 0，68％ （BS 群），− O．98％ （対 照 群）
で あり3 群間で 差は なか っ た．1年後の 変 化率は，＋ 0，96％ （RLX 群），＋ 152 ％ （BS 群），− 2．28％ （対照群）で あり両薬剤
群 と も対照 群 に比 較 し有 意 （P ＜ 0．05）に 増加 し た が ，薬剤 間で の 差 は なか っ た．2）脱落お よ び副作用 ：RLX 群 で は 副作用
（下 肢 しび れ 感 と疼痛 2 例，不輅脈 1例）に よ る脱落が 3例 あ っ た，そ の 他，副作用出現 に対する 不安 5例と単 に来院 しな く
な っ た の 9 例 の 計 14例も脱落 した，ほ て りは 10名 中 4名 で あ っ た が 軽微 で 脱落の 原因 と な ら な か っ た．BS 群 で は 副作用
（胃部不快感 1例，脱力 1例）に よる脱落が 2例あ っ た．遠方の ための 2例 と単 に来院 しな くな っ た の 7 例 の 計 9 例も脱落 し

た．ほ て りは皆 無 だ っ た 」結論｝RLX や BS は 橈骨に お い て も同等の BMD 増加作用が認め られた，両薬剤 とも重篤 な副作用

が なか っ た だ けに，脱落防止の た め に 治療前の 薬物効果や 副作用 に対す る 十分な説明，来院ご とに適切な対応をする こ とが 重

要 とい え る．

P2−473　閉経後婦人 におけ る Risedronateの 有用 性 につ い て一血 清 NTX 早期測定 に よる骨塩量増加 の 予測一
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【目的】骨吸 収マ ーカーで あ る 血清 1型 コ ラ
ー

ゲ ン末端 N テ ロ ペ プチ ド （NTx ）お よび骨塩 量 （BMD ）を測定 し，閉経後婦 人

にお け る Risedronate （RSD ）の 有効性 を検討 した．【方法】対象は 2002年 12月 よ り当院産婦人科外来 に 来 院 した 閉経後婦人

78例．RSD 投与前，3 ヶ 月後，6 ヶ 月後．1 年後 で 血 清 NTx 変化率 を 検討 した．骨 塩 量 は RSD 投 与前，6 ヶ 月後，1 年後 を

DXA 法に て 第 2一第 4腰椎 （L）お よ び大腿骨頭頸部 （N ）骨密度 を測 定 した．1血1清 NTx 変化率お よび LBMD 変化率 の 解析
は t検定 を用 い 検討 した，【成績】1）RSD 投 7前 の 血清 NTx の 値が カ ッ トオ フ 値 （14　nmol 　BCL ／L）以 上 の 症 例 は 36例 あ っ

た．2）RSD 投与群 で は
，
血 清 NTx 変化 率が 3 ヶ 月後 6 ヶ 月後 で それぞれ 21．7％，23．6％ で 右意 に減少 し（p ＜ 0．00D，　LBMD

変化率は 6 ヶ 月後で 2．57％．1 年後で 5．39％ で ，有意な上 昇が み られ た 〔p〈 0．001）．RSD 非 投与群 で は血 清 NTx は 変わ らず，
骨塩量が減少 した．血清 NTx 変化率 と LBMD 変化率 との 問 に は相関は 見 られ なか っ た．3）大腿骨頸部の 骨塩量は RSD 非投

与群で は低下 した が投与群で は変わ りなく骨塩量 が保 た れ て い た．4）3 ヶ 月後の 血 清 NTX が．血 清 NTX の 最 小 有 意 変 化

（MSC ）で あ る 14，2 以 ヒの 減少が ある群 で は未満の 群 よ り有意 に 1年後 の 腰椎 の 骨塩量 が増加した．【結論】RSD は 閉経後骨
塩量減少例 の 血 清 NTx 値 を有意 に 低下 させ ，骨塩量を増加 させ た．ま た RSD 投与 3 ヶ 月後 の 血清 NTx の 測定 で 1年後の 骨
塩 量 の 増加 が 予測され る こ とが 示唆 され た．

P2−474　低用 量 HRT と ビ タ ミ ン K ま た は ビ ス フ ォ ス フ t ネ
ー

トの 併用 療法 が骨 代謝 に及 ぼす 効果
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【口的】2002年の WHI 報告で は，通常量 HRT に よる骨折 予防効果が 証明され た．今 岡，低用 量 HRT 単 独 と，こ れ に ビ タ ミ

ン K （VK ）また は ビ ス フ ォ ス フ ォ ネート （BP ）を 併用する 3群に おい て，骨量お よ び骨代謝 マ ーカーに 及ぼ す影響 を比 較検
討 した．【方法】こ の 臨床試験 は，当大 学 の 治験審査委員会承 認 の も と，45〜75 歳 の 骨量 減少 ま た は 骨粗鬆症 と診断 され た 閉

経後女性 55例 を対象 と し，試験参加 の 同 意 を得 た 上 で，無作為 に，HRT 挙独 18例，　 HRT ＋ VK19 例，　 HRT ＋ BPI8 例 の 3
群 に分類 した．HRT は プ レ マ リ ン 0．625mg ＋ プ ロ ベ ラ 25mg 隔 日投 ｛｝，　VK は グ ラケー

　45mg 連 日投 与，　BP は ダイ ドロ ネ ル

400mg を 2 週間投与後 10週 間休薬す る方法 と し，24 週後 に効果を判定 した，骨密度 は DXA 法 （L2−L4）に よ り測定 し，骨
構造 は超音波 測定法 （QUS 法 ；踵 骨）に よ り評価 した．骨 形 成 マ ーカーと して 血 清 オ ス テ オ カ ル シ ン （OC ），　 Glu型 OC，骨
型 ア ル カ リ ホス フ ァ ターゼ，骨吸収マ ーカーとして尿巾デ オ キ シ ビ リジノ リン，C一テ ロ ペ プチ ド （CTX ）を測 定 した．【成績】
腰椎骨密度 は，3 群 と も同程度 に約 4％ 増加 した，QUS 法で は，　BP 併用 群 に お い て の み 有意 な骨 量 増 加 が み られ た．骨吸収
マ ーカーは，3群 と も に有意 に抑制され た．骨形成マ ーカーは，VK 併用 群以 外 の 2群 で は有意 に抑制され た．　Glu型 OC ／OC
比 は．VK 併用群 に お い て 有意に 減少 した．【結 論】低 用 量 HRT に よ り有意 な骨密度増加効果が 得 ら れ た ．　BP の 併用効果は 骨
密度に お い て 明確 で なか っ たが，骨質改 善効果の あ る こ とが 示唆された．VK に よ りOC の Gla化 は促進 され た が，有意な併
用効果 は

．
認め られ なか っ た．
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